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地球最後のフロンティアとも表現され
る「海」。人間にとって足を踏み入れ難
く、圧倒的に未解明な領域の多い海洋
の世界を解き明かす研究者たちの挑
戦をイメージしたビジュアル。驚くべき
多様性を秘めた海の可能性を、四方を
海に囲まれ海とともに歩んできた日本
人が切り拓く、その最先端を追う。
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特集

海の生き物を測る
多様性保全に貢献
漁獲量が激減、サケの生態を探る

１リットルの水で読み解く魚の生態

深場サンゴ礁が海の生き物を救う

今、求められる海洋生態系を調べる技術

カイコの体を「工場」に
伝統が支える新産業
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希望と可能性に満ちた
世の中にするお手伝い

さきがける科学人

JST産学連携展開部 地域イノベーショングループ
マッチングプランナー
長岡 由起
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サイエンスアゴラ2018　ほか
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特集
戦略的創造研究推進事業CREST
海洋生物多様性および生態系の保全・再生に資する基盤技術の創出

日本は国土こそ狭いですが、排他的
経済水域は世界第6位の面積を誇っ
ています。そこには多様で豊富な生物
資源があり、これを利用しつつも守っ
ていかなければなりません。しかし、
本領域が立ち上げられた2011年当
時、生物資源の保全に欠かせない調
査技術は十分に整備されているとは
言い難い状況にありました。そのよう
な中、CREST「海洋生物多様性および
生態系の保全・再生に資する基盤技術
の創出」研究領域を始動し、海洋生物
や周辺環境の調査や生態系の将来予
測に貢献するモデルの開発などの基
盤技術の研究開発を進めてきました。
研究領域では16の課題を採択し、
それぞれの研究チームが5年間にわ
たって、さまざまな調査技術などの研
究開発に取り組みました。研究内容は

本特集で紹介する技術をはじめ、生物
に小型計測器を取り付けて回遊する
魚類の行動を明らかにする技術や微
生物群集のDNA情報を海の環境の
観測指標として利用する技術など、多
岐にわたります。
研究領域の発足当初から考えてい

たのは、条件が整えられた研究室や実
験場の中だけで使える技術では意味
がないということです。そこで、課題採
択の際には海で実際に利用できる調
査技術の開発という点を重視しました
し、研究領域の運営においても「使え
る技術」として何が必要かを意識して
きました。その結果、研究者達の努力
が実り、研究期間の後半には各研究
チームが海での検証を始めることが
できました。
そこでさらに一歩踏み出し、より幅

広く利用できる調査技術を目指して
始めたのが、「フィールドキャンペー
ン」です。各研究チームがそれぞれの
テストフィールドで育ててきた技術を
結集させ、実海域でテストすることで、
有効性をさらに明確に示せると考えた
のです。期待したのは、個々の技術の
組み合わせによる相乗効果でした。
3つのフィールドキャンペーンは、昨
年度に開始し、現在進行形の調査です
が、海の生態系についての理解が進
むとともに、開発した基盤技術の意義
や有効性についても手応えが得られ
ています。今後これらの基盤技術が多
くの研究者に利用され、得られた成果
が海の環境の保全や水産資源の持続
可能な利用につながることを期待して
います。

小池 勳夫 研究総括
こいけ　いさお

海洋生物の多様性維持に必要な調査技術の開発に挑んできたのが、CREST「海洋生物多様性および生態系の保全・再生に
資する基盤技術の創出」研究領域だ。最終年度を迎えた今、培った技術を結集した海域の調査「フィールドキャンペーン」が進
行している。研究領域を率いてきた小池勲夫研究総括の思い、3つのフィールドキャンペーン、そして小池研究総括と中田薫
領域アドバイザーとの対談を紹介する。

海の生き物を測る
多様性保全に貢献

フィールドで実を結んだ「使える」海洋調査技術
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